





















































































































図 5は、665nmでの吸収強度（光学濃度 optical density）を照射時間に対しプロットしたもので
ある。ブルッカイト型酸化チタンを用いた場合、図 6に示すように、より顕著な吸収の減少と
なっている。
図 7は、アナターゼ型、ルチル型、ブルッカイト型の 3種類の酸化チタンを用いての 665nm
吸収ピークの変化を logプロットしたものである。60分照射後の665nm吸収ピーク強度の低下
率（60 分間照射後の 665nm吸収強度に対する照射前の 665nm吸収強度の比）は、アナターゼ





























イトを励起光源に 10 分ずつ、計 60 分間照射して吸収の変化を観測した。溶媒として、水道水、
蒸留水、ろ過水に加えて、メタノール、エタノールについても測定を用いた。
水道水、蒸留水、メタノール、および、エタノール溶液でのブルッカイト型酸化チタンの吸収





408nmに短波長シフトし、光照射にともない 490, 335, 292, 242, 214nmに吸収ピークが現れる
（図 15）。一方、エタノール溶媒ではその 490nm吸収帯が強い吸収を示し 433nmは弱くなって
いる（図 16）。アルコール溶媒でのこのような変化は、溶媒効果（solvation effect）によるもの
と思われる。











ルチル型 7.0% 10.7％ 15.2%
アナターゼ型 15.5% 13.7% 47.1%
ブルッカイト型 36.7% 73.1% 94.2%
90 酸化チタン光触媒反応によるメチレンブルーとメチルレッドの退色








ついて、それぞれ図 21 および図 22 に示す。そのスペクトルから読み取った長波長側に現れる
強い吸収ピーク強度の時間変化を図 23 に示す。メチレンブルーは、照射後 50 分の間に急激な



















水道水 ろ過水 蒸留水 メタノール エタノール
ルチル型 4.6% 0.3％ 19.7% 4.2％ 13.9%
アナターゼ型 1.6% 2.2% 7.1% 3.3% 33.6%
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図 1   メチレンブルー分子構造（慶應義塾大学日吉キャンパス化学実験指導書、実験テーマ「メチレンブルー
の酸化と還元」実験テキスト、URL：http://www.sci.keio.ac.jp/gp/2E73001A/892D6311/5A91447E.pdf
より抜粋）

























図 2   ルチル型酸化チタン粉末に 300nm光を照射した場合の光スペクトル（破線）。実線は粉末が無い場合。
 中井　洋介・浜松　慧輔・坪井　泰住 93


























図 3   酸化チタン無添加の水道水に溶かしたメチレンブルーの吸収スペクトルの 340nm Xeランプ光照射時
間依存性


























図 4   アナターゼ型酸化チタン添加の水道水に溶かしたメチレンブルーの吸収スペクトルの 340nm Xeラン
プ光照射時間依存性。
94 酸化チタン光触媒反応によるメチレンブルーとメチルレッドの退色



















図 5   アナターゼ型酸化チタンを添加した水道水と無添加の水道水に溶かしたメチレンブルーの665nm吸収
ピーク強度の 340nm Xeランプ光照射時間依存性。照射前の強度を 1とした。























図 6   ブルッカイト型酸化チタン添加の水道水に溶かしたメチレンブルーの吸収スペクトルの 340nm Xeラ
ンプ光照射時間依存性
 中井　洋介・浜松　慧輔・坪井　泰住 95
























図 7   アナターゼ型、ルチル型、ブルッカイト型酸化チタンを添加した水道水に溶かしたメチレンブルーの
665nm吸収ピーク強度の 340nm Xeランプ光照射時間依存性。照射前の強度を 1とした。























図 8   ブルッカイト型酸化チタン添加の水道水に溶かしたメチレンブルーの吸収スペクトルのブラックライ
ト照射時間依存性
96 酸化チタン光触媒反応によるメチレンブルーとメチルレッドの退色




















図 9   アナターゼ型、ルチル型、ブルッカイト型酸化チタンを添加した水道水に溶かしたメチレンブルーの
665nm吸収ピーク強度のブラックライト照射時間依存性。照射前の強度を 1とした。

























図 10   ブルッカイト型酸化チタン添加の蒸留水に溶かしたメチレンブルーの吸収スペクトルのブラックラ
イト照射時間依存性　
 中井　洋介・浜松　慧輔・坪井　泰住 97
図 11   ブルッカイト型酸化チタン添加の水道水、ろ過水、蒸留水に溶かしたメチレンブルーのブラックラ
イト照射前と 60 分照射後。下のそれぞれ写真左は紫外光照射前、写真右は照射後。
図 12   メチルレッド分子構造　（キリヤ化学、「指示薬の構造」　
URL: http://www.kiriya-chem.co.jp/q&a/shijiyaku.html　から抜粋）

























図 13   ブルッカイト型酸化チタン添加の水道水に溶かしたメチルレッドの吸収スペクトルのブラックライ
ト照射時間依存性
98 酸化チタン光触媒反応によるメチレンブルーとメチルレッドの退色





























図 14   ブルッカイト型酸化チタン添加の蒸留水に溶かしたメチルレッドの吸収スペクトルのブラックライ
ト照射時間依存性
































図 15   ブルッカイト型酸化チタン添加のメタノールに溶かしたメチルレッドの吸収スペクトルのブラック
ライト照射時間依存性
 中井　洋介・浜松　慧輔・坪井　泰住 99
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図 16   ブルッカイト型酸化チタン添加のエタノールに溶かしたメチルレッドの吸収スペクトルのブラック
ライト照射時間依存性

















図 17   アナターゼ型、ルチル型、ブルッカイト型酸化チタンを添加した蒸留水に溶かしたメチルレッドの
445nm吸収ピーク強度のブラックライト照射時間依存性。照射前の強度を 1とした。
100 酸化チタン光触媒反応によるメチレンブルーとメチルレッドの退色

















図 18   アナターゼ型、ルチル型、ブルッカイト型酸化チタンを添加したエタノールに溶かしたメチルレッ
ドの 496nm吸収ピーク強度のブラックライト照射時間依存性。照射前の強度を 1とした。






















図 20  いろいろな溶媒での紫外光照射前と 60 分照射後のサンプル
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図 21   ブルッカイト型酸化チタン添加の蒸留水に溶かしたメチレンブルーの吸収スペクトルのブラックラ
イト照射時間依存性
102 酸化チタン光触媒反応によるメチレンブルーとメチルレッドの退色
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図 22   ブルッカイト型酸化チタン添加のエタノールに溶かしたメチルレッドの吸収スペクトルのブラック
ライト照射時間依存性
















 methylene blue 665 nm peak
 methyl red 495nm peak
 
 
図 23   ブルッカイト型酸化チタンを添加した蒸留水に溶かしたメチレンブルーの 665nm吸収ピーク強度と
エタノールに溶かしたメチルレッドの 495nm吸収ピーク強度のブラックライト照射時間依存性。照
射前の強度を 1とした。
